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2013 年秋から冬にかけ，最高裁は嫡出でない子に対する相続分差別規定を違憲とする決定
を下し，続いて男性への性別変更を行った人が結婚し，非配偶者間の人工授精（AID）に
よって儲けた子を嫡出子と認める決定を下しました。また，結婚（離婚）も国際的になり，

国境を越えた子の奪い合いに対応するための条約が承認され，国内法が整備されました。このように家
族（法）をとりまく状況は変化を続けています。それらの動きを取り入れ，本書も新しくなりました。
本書の特色を簡単にご紹介します。抽象的な叙述だけではわかりにくい，ということでケースを使って
解説を展開しています。また，Column，WEBなど，視野を広げたり深めたりするためのコーナーも
用意しています。今回の改訂に際しても著者の先生方には，新しく織り込む事柄の検討や原稿の内容調
整の場をお持ちいただき，活発な議論をしていただきました。このコンパクトな教科書のバックには，
実は専門的な研究レベルの議論が存在しているのです。（I・F）
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勉強しやすいように，民法典に沿った順で解説。図表や，家族の実態がわかるようなデータも掲載。2 色刷。


